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おおまつよい草種子油に就いて
（第1報）

松　田　敏雄
（耳召堵…訂27年三～ノ葺29　日［受｛里1＞

The’　Seed　Oil　of　O（：’）nothera　L：，miarchiaBa　．Ser．

　　　　　　　　　　　　　　（1）

　　　　　　　　　　［1］oshio　MA’．vsuDA

　・　ln　this　paper，　the　seed　oli　Qf　Oenothera　｛amarch｛ana　Ser，　which　is　abundantly　found　in　Hokka｛do

district，　is　studied・

　　The　oil　coHtent　e｛　the　seed　is　accounted　to　22％　in　average・　’1［he　chemicai　constants　a‘　nd　drying

・properties　ef　the　oil　are　observed　and　determined．　The　cultivatien　of　tlie　flower　or　the　gathering

of　its　seed　belng　supposed　to　be　achleved　witliout　much　difficulties，　it　may　be　an　avatiiable　source

of　dry三119■　0且．

噸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．　緒　　　言

　　おおまつよV・草（Oenothcra　lamarchiit　na　Ser．）はアカ〉ミナ科の草本で，北米を原産地とし，明治

初年我國に渡來，以來今口では珍く切取に野竺ヒしている齢化植物1）の一つである．北海道には殊に

よく繁茂し，牧草や農作物に少なからぬ被害を輿えている．

　　此の植物と類似の月見草の種子油に就いては1919年A．Hciduscl｝ka　u．　L醸2一’が研究してV、る．

共の油の諸恒数は次の通りである。

　　　　　　屈雀ナ了藷率ミ　〃三碧　　　　　　　　　　　　　　　1．4789　　　　　　　　　　　　　上ヒ｝；巨＝‘45　　　　　　　　0。9283　　　　　　　　，

　　　　　　【験イヒ｛質　　　　　　　　　　　　　　　　195．2　　　　　　　　　　　　　　　　汐こ素｛質　　　　　　　　148．8

　　　　　　ライヘルト・マイスル摂　　2．61　　　　　　　　ポレンスケ慣　　0．57

　　1司油の脂肪酸の組成百分率は

　　　　　　カブμン酸0．8；　オレイン酸25．7；　リノール酸60，1；　γ一リノuン酸2．2；

　　　　　　パルミチン酸及びHeptadecy1酸5．2；不歯塗化物2．，g％

　　おおまつよい草種子油は土屋知太郎氏3♪が昭和17年榊奈Jll縣熊の種子を用v・て，月見草の特殊

威分であるγ一リノレン酸をこの種予油から軍離し，共の構造に就いて詳細なlill：究を行っている．次

に上野誠…・氏と木村多可氏4）はその難年兵庫縣1董の種・子を用いて，共の油の一・般的性ll尺拉びに不鹸

化物に：就いて群しく研究を行っている．

　　著者ぽ本道薩のおお・まつよい：癖種子油を：工義建的見地から研究を：始め，伺油が乾性油として利用

可能であることを認めた・

’N
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　　　　　　　　　　　　　　　　IL蜜験の部

　　1．種子　　種子の探集場所は札幌ll二汐ト月寒附近である．昭和23年以來毎秋探集してv・るが，

初秋ω月）には，未黙の種子が多く，10月下旬から11月上旬に完i撚する・1入當り1時闇で約1～

3k琶位採集三二る．種子は茶褐色と黒褐色のものがあったが，著者の集めπ附近には黒褐色のもの

が多かった・．種子は茶褐色のものの方が大きいが，著者が實験に用V・たものは黒褐色の種子である．

　　種子は爽に入ってV・て，其の英が集って穗となっている．一つの穗の爽の敬は最低5個，最高

72個であった・常に三枝の穗は爽が少目く，ゆ央の主穗は爽が多かった・工株の第暮ミの敏は種々であ

ったが，ユISL均15位で，最：低1つ，最高50の記録がある・

　　種・’r一の重量，100粒の種予の璽量は0．03139，1偶の爽の中にある種予の重量は二二0．089，叉

100　ccの種子の重量は螺gであった・

　　2．原油　　初め種子をそのまま，ソックスレー抽出器を用いて，lj油エーテル及びエーテル

で抽出したが，共に目的の油は得られなかった．次に種予を粉弊し，石油工t・一’テルで抽出した，此

の種子油の含有量は準均22．5％である．油は淡緑褐色，粘度は比較的低く，特有の奥氣がある．

約2％の酸性白土を以て，常瀧で，庭理すると淡黄色の美しV・油が得られる・3く，原油を放置する

と，下部に緑褐色紮厭の物質が沈澱し，油の部分は緑黄色となる．

　　　　　　　　　　　　　　　　第1表　原汕の性朕

　　　　　　　Sヒ　　重　　（乞三5　　　　　　　　　　　　　　0．9238　　　　　　　　　　　　属乖斤率　　？z饗　　　　　　1．4788

　　　　　　　酉菱　　｛質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．4　　　　　　　　　　　　　　鹸｛ヒf｝・｛　　　　　　　　195．8

　　　　　　　沃素儂　　　　　　　　　156．2　　　　　　　アセチル綴　　　24．5

　　　　　　　　ライヘル1・。マイスル償　　3、45　　　　　　　ポレンスケ債　　G．69

　　　　　　　不納イ七ヰ勿　　　　　　　　　　　　　　　1．85タ6

　　沃素債測定の場合，一般油脂と異り，ウィイス液を注：加すると，同試薬は強く赤褐色を呈し，

上野誠一氏5）のIC圭による桐油の呈色と類似するようである・

　　3．脂肪酸、おおまつよV・草種子油を常法によって酒精加軍液で鹸化し，共の後大部分の酒

精を溜去し，淵．湯を注：加して不1鹸液にした．

　　冷却後，石鹸を稀硫酸一CF・・、、Vffjti：し，　ll蹴酸をエイル矧ll出し摺職をノ1（洗，脱水の後ジエー

テルを溜去して混合脂肪酸を得た．ll鋒肪酸は淡黄色で，共の性欣は次の通りである・

　　　　　　　　第2表

工ヒ　　重　　　dlifi　　　　O．9034

中禾財買　　　　　203．3

沃』素f顕l　　　　　　　I59，9

脂肪酸の性状

　　　　厩折回　耀　　1．4664

mグン債 86．7

　　4．固体脂肪酸と液体脂肪酸　　主記のようにして得たお訟まつよい草種予油の脂冠看酸を鈴盤

法で固休脂肪酸と液1勧旨肪酸に分けた・この購肪酸1よ普通の油脂の脂ll方酸と異P，常温で鉛鞭を沈
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澱させた時，國休lll　IVj酸が…・度に金部結、精にならす，淡黄色の粘度の極めて高い油朕物，質と結晶と

が共存していた・更にこれをアルコールに溶解し，1夜放置して始めて金園結晶となった．

　　　　　　　　　　　　　第3衷　綱体脂肪酸と液体脂肪酸の性状

脂肪酸．t璽奮1比重 禰組欄蛙沃塁　兄璽圏璽．
固　体

t　体

S．8

W9．7

頃。0．8876

ｷ0，9120 瑞螂92

192．7

P99．9

71．7

P70．4

37．王

X0．0

269．9

Q89．5

　　固休脂肪酸の沃素預測定でウィイス液の赤綴色化は原油よりも更に旧著であった・

　　5．含有脂肪酸の推定　　H：eidttschka・u・LUft9）のデータを一考にし，著者の結果からK：aufmann

氏6のIodi韮｝e－Thlocyano＄en領を用いて各脂肪酸の葺分紐成を：算出した．この場合，γ一リノレン酸は

総て液休脂肪酸に：來るものと考えた・贋削く脂肪醸ri：1の不飽和脂肪酸に就V・ては後に再検討する．

　　　　（i）固休脂肪酸の沃素頂とロダン便から

　　　　購畷懲蝶ノー醐

（ii）液休脂肪酸の沃素償とμダン債から

　　　　液一｛三1鐡菱

（ii9　原油脂肪酸の紐成

　　　　騨酸｛璽チ。酉斐

　　　　門生酸｛筋1酸

40．6％

t．）9．4％

9，．r）％

87．8％

2．6回

目護5％

5．9“％

8．5．）．eof

82．，o，％

2．3％

　　低級脂肪酸は脂肪酸製造の際の損失餓びにライヘルト。マイスル｛質を参照した・

　　6．乾燥性　　おおまつよい：輯勧二油は共の｝1旨肪酸の紐成からみて，當然乾性油である上，器

物に附憎した油も比較的短時1一：1で乾燥する・それで麗麻仁油と共の耳吃燥守門を白絞してみた・原油

は白土精製したものを用V・た・ボイル油は乾燥剤として0。5％のPbf；Oa・を用琳18δ℃×1時閥で製

した．乾燥は丁丁乾燥時闇を表す．

　　　　　　　　　　　　　　　　第4表　　天　1＝1　乾　燥。

油

島　　瞬　　仁　　油

おおまつよい草種子湘

原 因

乾．燥時間

ボイル汕

or　lr1

4　i－i

4時間

3時醐

天日乾燥ではおおまつよV・草穣子油の皮膜1ま少し薄く，あまり旧くない・ボイル油の場合は之
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と異り，点麻仁油よりも厚い感じで，強く美しい光澤をもつている・

　　　　　　　　　　　　　　　第5≡表i　　　カμ　ζ凄を　寧乞　燥　　　　（100。C＞

　　　　抽

亜　　願　　仁　　油

おおまつよい草種子油

乾燥時聞

原　　　油

　6時間
4．5時…間

ボイル浬】

2．5時閥

1．5時問

　　煎熱乾燥では，おおまつよい草種子油の皮膜は亜麻仁油よりも可威り厚く，荏油の皮膜に似て

いる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　IIL　要　　約

　　北海道に回旋するおおまつよい草種了・を：工業的目的から探取し，分析し，共の乾鰍kを研究し

た．主な結果は次の通り’σある．

　　（1）種予の油の含有量は22％附近である・

　　（2）油は簡雛な塵理で淡黄色のものが得られる・

　　（3）　この油は三門を有する・

　　（4）　湘に：ウィイス液を：加えると，液はビ…ル色から赤燈色となる．

　　㈲　脂肪酸の組威は食包和酸とオレイン酸が極めて少なく，リノー．．ル酸が多い．

　　㈹　乾性油として勝れているから，探集又は栽培が容易ならば工業的に注肖すべき原料である・

経りにこの研究を指導された稻葉敏授に；謝意を二表します・
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